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様式1・２・３の入⼒ファイルの概要（共通）

【様式1応募申請書】・【様式２‐〇実施計画書】及び【様式３‐〇経費内訳】は、
ひとつのエクセルファイルで構成されています。

事業によって使用するエクセルファイルが異なりますので、必ず入⼒前に応募
を希望する事業のファイル様式であるかを確認のうえ、ご利用ください。

応募する事業の名称であるか
を確認してください。

ワークシートの構成について（共通）

【様式2－○】実施計画書

【様式３－○】経費内訳

【様式1】応募申請書
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日付をご記入ください。

様式1 記入上の注意事項（共通）

押印のうえ、
ご提出ください。
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【様式2】で記
載いただく内
容が【様式
１】転記され
ます。

（【様式1】上
での記入は不
要）

【様式2】で記
載いただく内
容が【様式
１】転記され
ます。

（【様式1】上
での記入は不
要）

必ず記入してください
印刷後、手書き記入可



様式２ 記入上の注意事項（共通）

『項 目』 『記入すべき内容について』
※左記記入欄に記入すべき

内容の説明及び注意点

『記 入 するセル』
※実際に入⼒するセル

4



様式２ 記入上の注意事項（共通）
� 着色セル(赤)は、空欄（ブランク）が存在しないよう全てに記入してくださ

い。審査項目がすべて含まれています。「未記入のセルがある場合（公募要
領P9に該当し、不採択となる場合があります。）」
※『共同事業者』関連のセルは除きます。

� 「記入すべき内容について(4P参照)」列に記載した案内を確認の上記入して
ください。

� 数値入⼒欄には“半角”で記入してください。
また、数値記入欄には説明文（計算式）等記入しないでください。

� 「様式２」ワークシートは、他のシートとの間で情報相互利用していますの
で、ワークシートへの取り出し等編集しないでください。

� 原則、資料の差し替え等は受け付けていません。また、応募期間終了後は理
由の如何を問わず対応しませんので細心の注意を払って申請してください。
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様式2の【代表者】及び【実施事業の担当者（事業の窓口）となる方】のセルは
様式1の該当部分に転記されます。
ワークシート相互利用の例

様式2の【代表者】及び【事業実施の担当者（事業の窓口となる方）】のセルは
様式1の申請者及び担当者欄に転記されます。



様式２ 記入上の注意事項（共通）
別紙として参考資料等を添付した場合の記入の仕方

※様式の欄には、参照先の資料番号がわかるように記入してください。
※参考資料は、検索しやすいように、資料番号(インデックス）を付けてください。

数値入⼒を求めているセル
に半角で数値入⼒すると、単
位も表示されます。全角文字
では表示されません。

必要に応じて、セル内で改⾏してください。
セル内での改⾏は、Altキー＋Enterキーでできます。
（Macの場合は

optionキー + commandキー + Enterキー）

セル内に記入する内容が収まりきれない場合は、セルの⾏の⾼さを調整して
全てが表示されるよう調整してください。印刷した場合でも文字が切れていな
いか、確認をしてください。

印刷時に文章が途中で
切れないように、⾏の⾼
さを調整してください。

様式２ 印刷時の注意事項（共通）
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様式２ 印刷時の注意事項（共通）

印刷プレビュー画面で、横幅がＡ４縦１枚に収まっていることを確認し、
印刷してください。
※記入説明部分の印刷は不要です。
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様式３ 記入上の注意事項（水素ステーション）

対象：地域再エネ水素ステーション

地域再エネ水素ステーション導入事業用様式
・１日当たりの水素製造能力 100m3未満 ⇒ 【様式３－１】
・１日当たりの水素製造能力 100m3以上 ⇒ 【様式３－２】

プルダウン

プルダウン

【様式３－１】(水素製造能⼒ 100m3未満の場合)へ数値等を記入する前
に、補助対象の水素製造能⼒をプルダウンリストから選択してください。
補助率が表示されると共に、補助上限額が設定されます。

地域再エネ水素ステーション導入事業は、水素製造能⼒により経費内訳の
様式が異なります。応募する案件に合致した様式を選択してください。

・１日当たりの水素製造能⼒ 100m3未満 ⇒ 【様式３－１】
・１日当たりの水素製造能⼒ 100m3以上 ⇒ 【様式３－２】

公募では設定して
いません。
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様式３ 記入上の注意事項（燃料電池フォークリフト）

対象：産業⾞両における燃料電池化促進

� 「（８）比較対象額 一般的なエンジン⾞の導入額」には、比較対象⾞の単価と導入
台数を点線枠の該当欄に記入してください。

� 「（８）比較対象額 一般的なエンジン⾞の導入額」に、導入する燃料電池フォーク
リフトの合計台数と同数の、比較対象⾞の合計導入額が表示されていることを確認し
てください。

エンジン⾞の
単価を入⼒し
てください。

燃料電フォークリフト
の導入台数を入⼒して
ください。

水素社会実現に向けた産業車両における燃料電池化促進事業用様式
【様式３－３ 経費内訳】

公募では設定して
いません。
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経費内訳の記入の仕方

プルダウン

経費区分・費目は、プルダウンリストから選択して
ください。なお、工事費に関しては、“直接工事費”、
“間接工事費”が判断できるよう選択してください。

積算内訳には、名称、単価、個数が判るように記入
してください。

様式３ 記入上の注意事項（共通）

補助対象経費の合計
⾦額が表示されます。

着色セルのみに数値入⼒、記入してください。
（無職セルは自動計算されますが、必ず数値が

正しいことを確認してください。）

公募では設定して
いません。

（４）補助対象経費は、補助対象
経費支出予定額内訳の合計値が挿
入されます。

【様式３－２】再エネ水素ステーションの記入例
下記は架空の数値です。
入⼒結果のイメージと
してご利⽤ください。

【様式２】に記載した導入する設
備等の名称と、該当する内訳の名
称が一致するよう心掛けてくださ
い。または、対応表を作成し詳細
⾒積もりと合わせてご提出をお願
いします。
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様式2 入⼒データの【様式２】への転記
（燃料電池フォークリフト）

白色セルに【様式３】の数値が転記されます。
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改訂履歴

・2017年6月22日
・P3：「必ず記入してください 印刷後、手書き記入可」を追記
・P5：「未記入のセルがある場合（公募要領P9に該当し、不採択となる場合があります。）」を追記
・P5：参照図を応募申請様式（2017/6/22 改訂版(水素ステーション)）に統一
・P5：「協会との連絡担当者（事業の窓口となる方） 」の記述を「事業実施の担当者（事業の窓口

となる方）」に修正
・P10：「下記は架空の数値です。入⼒結果のイメージとしてご利用ください。」を追記
・P10：「【様式２】に記載した導入する設備等の名称と、該当する内訳の名称が一致するよう心掛

けてください。または、対応表を作成し詳細⾒積もりと合わせてご提出をお願いします。」を
追記

・P10：記入例図を改訂
（主な修正点：燃料電池自動⾞を削除、積算内訳より商品名を削除）

・P11：参照図を応募様式（2017/6/22 改訂版(燃料電池フォークリフト)）に統一

・2017年6月15日
・P10：「下記は架空の数値です。入⼒結果のイメージとしてご利用ください。」を追記
・P10：記入例積算内訳を修正


